








1.はじめに 

減感作療法と血清 1gE 値の変動については,最近影響が無いという報告や,季節的変動が大

きいという報告がなされている,治療効果との相関については従来,特異 1gE 抗体の減少と

特異 1gG 抗体の増加という説明がなされているが,抗原の種類や,個体側の抗原処理能の検

討など問題が多い。 

今回,私共は,長期入院児を対象にHouse Dust抗原(以下HDと略す)およびDermatophagoid

esfarinae(以下 D・f・と略す)にて減感作療法を行い,抗原別に治療効果良好者と不良者に

グループ分けをし,それぞれの血清 1gE値,一部について抗 HD 特異 1gE,抗 D・f 特異 1gE を

入院時より 1年 6ヵ月まで追跡し得た症例 74 名について検討した。 


